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2輪島市応急仮設住宅(マリンタウン第3団地) 撮影2025年2月6日

この度の能登半島地震および奥能登豪雨により、被災された地域の皆様に心よりお見舞い申し上げます。



訪問自治体
七尾市、輪島市、珠洲市、能登町、
穴水町

主な地震・豪雨
・2007年3月25日
能登半島地震（M6.9）

・2023年5月5日
能登地方地震（M6.5）

・2024年1月1日
能登半島地震（M7.6）

・2024年9月21～23日
奥能登豪雨

調査方法
各自治体を訪問し状況を把握
※調査当日は災害級大雪のため、撮影
箇所を限定した。
※被害および復興状況の報告内容は、国
や各種学会および調査機関の成果に譲
ることとする。

調査実施日
2025年2月4日(火)･2月6日(木)

調査実施者
三友システムアプレイザル
事業企画部 次長 坪井兵太

輪島市

珠洲市

能登町

穴水町

七尾市

【参考】
①石川県：復旧・復興本部、災害対策本部
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/saigai/202401jishin-taisakuhonbu.html#taisakuhonbu

②国土交通省：「令和６年能登半島地震から１年」の復旧・復興状況と今後の見通し
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001854740.pdf

③日本建築学会：2024年1月1日に発生した令和6年能登半島地震に関する情報
https://saigai.aij.or.jp/saigai_info/20240101_noto/202340101_noto_eq.html

④土木学会：令和6年能登半島地震関連リンク
https://committees.jsce.or.jp/report/report_news

レポート概要
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輪島市小石浜より輪島港を望む（2月6日）

矢印は調査経路（2月4･6日）



通行可能な道路
自動車専用道路
能越自動車道： 全線通行可（工事区間あり）
のと里山海道： 全線通行可（工事区間あり）

国道
国道249号沿岸部の一部で一般車両の通行規制や
珠洲市内の一部区間は通行不可となっている。

県道･市道･町道･農道
概ね通行可能。一部区間で通行時に注意が必要な
区間あり。

カーナビ設定
目的地設定時の選択経路は、通行止め区間を回避
できていた。単にレンタカー搭載のカーナビが最
新版であった結果なのかもしれない。

その他
復旧工事により道路段差が解消されているが、車
通行時に車体への衝撃を感じる箇所がまだ多い。

出典：石川県ホームページ

国道249号（輪島市野田町付近）
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土砂流入により
迂回路を新設

災害前の既存
道路位置



ライフラインの状況
上下水道
外部観察では詳細は把握できないが、国土交通省
公表によると、輪島市や珠洲市の建物倒壊地域等
の691戸を除き、上下水道の機能は回復済み。

電気
電柱や信号機が傾いている箇所を多く確認したが、
北陸電力ホームページによると、電気使用不可世
帯は輪島市内の約20戸にとどまっており、迅速な
復旧工事がなされたものと推察した。
調査日も電線工事車両が他県から応援に来ていた。

ガス
能登全域はプロパン供給。経済産業省によるとLP
ガスの供給は迅速に対応がなされている。

ガソリンスタンド
輪島市内のスタンドでガソリンを給油したが、朝
一番にタンクローリーが到着しており、生活必需
品であるガソリンや灯油の供給は問題ないと想定
した。

能登町の住宅街（2月6日）
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輪島高校東交差点（2月4日）



港湾･河川の状況
港湾
輪島港では、地震による地盤隆起への影響は判断
できなかったが、小型漁船が停泊していることか
ら、規制がある中での出漁がなされていると想定
した。地元ニュースによれば、2024年11月にズ
ワイガニ漁が再開しているとのことであった。
また、国土交通省によれば、今回の調査で立寄っ
た飯田港(珠洲市)・宇出津港(能登町)・穴水港(穴
水町)では、応急的工事は完了しており、制限付き
での港利用が実施されている。

河川
2024年9月の豪雨により、輪島市内では、田畑へ
流出した流木や土砂がそのままになっている箇所
があった。コンクリート製の橋桁が一部流出して
いる道路橋も確認した。
輪島市内の河原田川は、いまだ土砂を含み濁った
ままになっていた。
県道柳田里線に沿って流れる南志見川の流域では、
河川土木工事がなされていた。

輪島港周辺（2月6日）
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輪島港オートパーク（2月4日）



建物･仮設住宅の状況
被災建物
能登半島地震の象徴的な倒壊現場では、本倒壊建
物の学術調査が優先されたこともあり、解体工事
はまだ作業中であった。他の被災建物では、屋根
にブルーシートが掛けられた状態のままや、倒壊
後いまだ手付かずの建物を多く見かけた。
他県の解体業者の支援も得て、公費等による解体
工事が進められている。ただ、被災建物の解体に
は被災者の要請手続きが必要であり、各自治体に
よる再建計画が3月までに完成するなどから、本格
的な再建は本年4月以降になるものと想定する。

仮設住宅
駐車場や港湾広場、多目的広場に仮設住宅が設置
されており、国土交通省によると、9月豪雨の被災
者を含め、必要戸数6,882戸すべてが2024年12月
に完成している。ただ、仮設とはいえ港湾近接エ
リアや河川近くに設置された仮設住宅は、立地的
に心配な面が否めなかった。
住まいの自己再建に向けた支援が進められるよう
なので、今後の支援に期待したい。

輪島市里町の木造仮設住宅
（2月6日）
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輪島市中心部の7階建建物倒壊現場
（2月4日）



宿泊･観光施設の状況
宿泊施設
今回宿泊利用した「ホテルルートイン輪島」でも被災し
ており、2棟のうち1棟は復旧工事中で利用不可であっ
た。利用者は工事関係者が中心で一部ビジネス客や報道
関係者も見受けられた。季節的な影響かもしれないが、
観光客は少ない印象だった。
能登の観光情報雑誌によると、他の宿泊施設では休業中
や工事関係者のみ受け入れている施設があるようである。
能登の一大温泉地である和倉温泉でも建物被害への復旧
が進められている状況である。

観光施設･土産物店
輪島市内の土産物店では多くの物産品が陳列されていた
が、店員によれば、各商店での生産体制はギリギリの状
況とのこと。
日本の棚田百選に選ばれる「白米千枚田」では道の駅に
撮影スポットがあるものの、冬季ということもあり観光
客向けの店舗は閉店していた。前面道路の国道249号は
ダンプカー等工事車両の往来が多い。

8「コンセールのと」内の情報看板より



その他の状況
鉄道･空港
JR七尾線（59.5km）は2024年3月16日、のと鉄道
（33.1km）は2024年7月20日に、段階的な運転再開を
経てそれぞれ全線通常ダイヤに回復した。迅速な復旧工
事により早期の運転再開が実現している。

能登空港では地震発災の翌日には救援ヘリコプターの受
入れが開始され、滑走路等の応急復旧工事により民間航
空機の運航が2024年1月27日より再開された。現在で
は、羽田間が2往復/日の運航となっている。

バス
奥能登地域を除いて、概ね地震前のサービス水準まで回
復している。また、能登空港をハブとした特急バスが輪
島市へは６往復/日、珠洲市へは５往復/日、能登町へは
５往復/日が運行している。
乗合バスの運行を再開できない奥能登の区間では、市町
のコミュニティバスやデマンド交通の実証運行を国が支
援している。
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能登空港（のと里山空港）

穴水駅(終着駅)

和倉温泉駅

七尾駅

西岸駅

※上記情報は、国土交通省「｢令和６年能登半島地震から１年｣の復旧・復興状況と今後の
見通し」より引用した。



地価の推移
基準地データ
右グラフは、各市町における地価の
前年変動率平均値の推移である。毎
年7月1日現在の地価水準として都道
府県から発表される地価調査結果を
参照した。

能登地域全体として毎年2～5%程度
の下落が続いていたが、不動産取引
の地元精通者の話では、元々人口流
入が少なく土地取引が活発ではない
中で、地震発生でより下落に拍車が
かかったとのことであった。

住宅地と商業地ともに地震発生後、
軒並み地価下落が顕著となった。中
能登町ではそれほど大きな下落とは
なっていないが、輪島市の商業地は
最も下落幅が大きい。

なお、金沢市の地価推移をみると、
今回の地震等による地価への影響は
見受けられない。

10

80%

85%

90%

95%

100%

105%

2021.7 2022.7 2023.7 2024.7

変動率の推移（住宅地）

輪島市 珠洲市
能登町 穴水町
七尾市 志賀町
中能登町 金沢市

80%

85%

90%

95%

100%

105%

2021.7 2022.7 2023.7 2024.7

変動率の推移（商業地）

輪島市 珠洲市
能登町 穴水町
七尾市 志賀町
中能登町 金沢市

1月1日地震発生 1月1日地震発生



まとめ
本調査では大雪に見舞われたため、通常よりも移動
時間を要し、道路脇に移動して撮影することも困難
となり、限定された調査内容となった。

幹線道路では工事車両が数多く往来しており、宿泊
施設には工事関係者が長期に亘って滞在されている
ことから、復旧工事が着々と進行しているものと推
察した。

すでに、主要道路やライフライン、仮設住宅の供給
など、応急的な復旧工事は昨年12月でほぼ完了し
ていることを知り、心強く感じた。

しかしながら、未だ手付かずの被災建物が数多く見
掛けられ、一般道路においても応急措置的な補修に
とどまっている箇所を確認できたことから、改めて
復興の道半ばであることを認識した。

今後は、各自治体が進める再建計画に基づき、被災
者の方々の暮らしと生業の再生に向けて、次のス
テージへの復興に期待したい。

以上
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各自治体での復興まちづくり計画策定の予定スケジュール

出典：国土交通省「｢令和６年能登半島地震から１年｣の復旧・復興状況と今後の見通し」より抜粋



道の駅 千枚田 ポケットパークより「白米千枚田」を望む（2月6日）

［お問い合せ先］

株式会社三友システムアプレイザル
事業開発本部 事業企画部
TEL：03-5213-9754


